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Ⅳ 評価・分析 
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１ ルーブリック 

年度当初の４月と年度末の２月に、全校生徒を対象にルーブリックによる探究活動の自己評価

を行った。年度当初は、全ての項目において、Ｃ評価が 50％以上、Ｂ評価が 30％程度という評

価であった。しかし、一年間の活動を通して、各項目においてＣ評価が大幅に減少し、Ｂ評価以

上の評価がおおむね 40％を超えるなど、成長が見られるようになった。また、各項目においてわ

ずかではあるが熟達レベルであるＳ評価をつけている生徒もおり、リーダーシップを発揮するこ

とのできる生徒の増加が見られた。社会共創科の１年生は、地域理解・自己理解に多くの時間を

充てているため、自分たちでプロジェクト学習を企画・実践する時間が多くなかったこともあり、

４月、２月ともにやや低めの評価をしている生徒が他の学年に比べると多かった。普通科の２、

３年生は、４月の時点でＡ評価を付ける生徒も見られるなど、これまでの積み重ねによる成長が

見られた。外部人材との協働や探究活動を通して、生徒の力が伸長したことはもちろん、成功体

験の積み重ねが、生徒の自己肯定感を高めたことも影響しているのではないかと考えられる。 

２ 目標と実施状況 

  本事業の研究開発開始時に三つの目標を設定した。 

一つ目に「生徒による３年間の地域探究活動を通して、地域を担う人材としての資質・能力の

向上度 100％」という目標を設定した。本構想における地域の課題発見、解決に向けた、主体的

・協働的な取組により、地域を担う人材としての資質・能力を身に付けることができたかを、成

果物の作成や情報活用能力の向上等を通して評価するとともに、学習内容の確実な定着を図るこ

ととしている。年度当初と年度末に行った生徒のルーブリック評価等の結果から、地域の方との

協働や探究活動を通して、昨年度の 70％を超える 88％の生徒に、地域を担う人材としての資質

・能力の向上が見られた。また、社会共創科１期生である１年生のうち、96％の生徒のコミュニ

ケーション能力の向上が見られ、来年度以降の取組によって、さらに地域を担う人材へと成長す

ると考えられる。 

二つ目に「大学等進学者のうち、地域創生関係の大学・学部等への進学者数 50％」という目標

を設定した。大学等に進学した後、多分野において得た知識や技能を生かし地域産業等に貢献す

ることは、地域活性化のために必要不可欠であるため、高校での学習を通して、生徒の進路に対

する意識の向上を図ることとしている。今年度は地域創生関係学部への進学者が１名に留まった

が、大学等進学者 16名のうち、69％の 11名が、総合型選抜や学校推薦型選抜において、３年間

令和６年度　みさこう・せんたんプロジェクト　ルーブリック (　　　)R　（　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　　　）

レベルC レベルB レベルA レベルS

初心者・初級者レベル
＜知識・理解＞

熟達・職人レベル
＜統合・普及＞

計画力
サポートを受けながら、プロ
ジェクト全体の概要を理解し
ている。

自分のプロジェクトに必要な
情報を収集し、自ら計画を立
てることができる。

自分のプロジェクトについて、
現状や実現性を客観的に分
析し、修正することができる。

自らが、成功する計画を立て
るとともに、他者のプロジェクト
についても的確なアドバイス
をすることができる。

４月 70% 30% 0% 0%

２月 12% 43% 45% 0%

判断力
サポートを受けながら、自分
の地域の特徴を理解してい
る。

自分の地域の現状や課題に
ついて必要な情報を収集し、
適切に判断できる。

情報を収集・分析するととも
に、現状を踏まえ、プロジェク
ト達成のための判断を適切に
行うことができる。

プロジェクト達成のために統
合的な情報に基づき、全体
的な立場で考察・判断するこ
とができる。

４月 67% 29% 4% 0%

２月 10% 50% 36% 5%

実践力
サポートを受けながら、プロ
ジェクト達成のために自分が
すべきことを理解している。

プロジェクトの目的と自分の
役割を理解して、知識や経験
を応用して自発的に行動して
いる。

プロジェクトの状況を観察・分
析し、目的の達成のために臨
機応変に行動することができ
る。

プロジェクト全体を総合的に
把握して、これまでの経験を
生かしながら、リーダーとして
活動することができる。

４月 68% 29% 3% 0%

２月 12% 48% 32% 9%

調整力
プロジェクトチームのメンバー
には、様々な立場や意見があ
ることを知っている。

多様な意見や立場の違いを
理解し、周囲の人々や物事と
の関係を調整することができ
る。

多様な意見や立場の違いを
認め、学び合うことで、意見を
まとめるだけでなく、新たな考
えを発見し深めることができ
る。

幅広い年代の人や、自分とは
異なる意見の人など、どの様
な人とでも協働して活動する
ことができる。

４月 59% 35% 7% 0%

２月 13% 38% 37% 13%

コミュニケー
ション力

プロジェクトの内容を理解し、
相手に伝えることができる。

自分が伝えたいことを適切に
伝えるための方法を学び、相
手に伝えることができる。

相手や場に応じて、自分が伝
えたいことを聞き手に効果的
に伝えることができる。

単に情報を発信するだけで
なく、他者を動かすことができ
るような情報発信をすることが
できる。

４月 67% 29% 4% 0%

２月 13% 41% 36% 11%

自立・学習者レベル
＜応用・分析＞

評価理由

４

月

２

月

自分の力だけでは何も行動に移すこと
ができず、誰かに助けてもらわないと動
けなかった。まだプロジェクトの全体の
概要を把握しきれていなかった。（C）

自分で計画や進行などをすることがで
き、協力しながら進めることができた。
プロジェクトの全体概要の理解を深め、
発展的な内容にまで踏み込むことがで
きた。（A）

４

月

そもそも自分の住む地域に興味・関心
がなかった。他の人の意見の通りに行
動することが多く、自分の意見を表出す
ることができていなかった。
（C）

２

月

郷土芸能活動やゼミ活動など、伊方町
のことを理解することができた。イベント
等に参加した際にはこれまでの情報や
経験と学びをすり合わせて判断できるよ
うになった。（A）

４

月

自分に自信がなく、相手のことを考え
ず、伝えることで精いっぱいだった。伝
えたいことを伝える努力をすることはでき
たが、質問をされたときに答えることがで
きなかった。（C）

２

月

プレゼンテーションを活用し、相手に伝
わりやすいように聞き手の立場を考えて
発表することができた。相手が興味をそ
そられるような話し方を工夫することが
できた。（A)

４

月

自分から行動することが難しく、自分の
やるべきことだけに精一杯だった。サ
ポートを受けながらだったが、自分のす
べきことを理解できておらず、行動に移
せなった。（C）

２

月

高校生記者活動を通して、これまでの
経験を生かしながらリーダーとして周囲
を引っ張ることができた。自分の役割以
外にも周囲に気遣いながら全体を動か
すことができた。（S)

４

月

それぞれの立場や意見があることは
知っていたが、チームの方向性がそれ
ぞれ違うとまとめることが難しく、周囲と
ぶつかることもあった。（C）

２

月

多世代交流活動や総合的な探究の時
間などを通して、地域の方々と話す機
会が増え、協働して活動することができ
た。互いの意見を言い合い、良い方向
につなげることができた。（S)

プレゼンテーション

評価項目

学習成果

地域活性化プロ
ジェクトプランの
計画

地域活性化プロ
ジェクトプランの
実践
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の地域探究活動の成果を生かして、合格を果たしたことから、取組の成果は見られた。また、大

学等進学者の中には、大学卒業後に出身地等で教職などに就くことを考えている生徒もおり、３

年間の地域探究活動を通して、郷土への愛着が高まった結果ではないかと分析している。高校３

年間での活動を大学での学びにつなげ、地域創生関係の大学・学部等への進学者数を増やすため

にも、令和７年度は探究活動の在り方等を再検討していく必要がある。現在、協働している大学

等を含め、地域創生関係の学部を有する大学との連携など新たな取組方法を検討していきたい。 

三つ目に「高等学校卒業後及び大学等卒業後の出身地への就職者数の割合 70％」という目標を

設定した。高卒人材の就職は地域活性化に必要であり、大学等卒業後の「ブーメラン人材」は活

力ある地域づくりに不可欠であるため、中期的な視点に立ち、地域を担う人材の育成を目指すこ

ととしている。昨年度は就職者 10名のうち、４名が出身地で就職したが、今年度は就職者 10名

のうち、５名が出身地での就職が内定している。目標達成に向けて、地域の方の「仕事」と「そ

の人の生きざま」をインタビューしてまとめる「佐田岬お仕事図鑑」の制作を通して、人間関係

形成力や課題解決能力の育成、自己理解の推進などのキャリア教育や、自ら問いを立て、その解

決に向け情報を収集・整理・分析し、意見交換や協働を図る探究活動に取り組んだ。今後も生徒

一人一人の興味・関心に合わせた、主体性を高める活動となるよう検討を重ねていきたい。これ

らの新たな取組を通して、変化の激しい社会に対応した新たなキャリア教育を推進していく必要

があると感じた。 

 

３ 次年度以降の課題及び改善点  

探究活動を軸とした教科横断型のカリキュラムや「未咲輝ゼミ」等によって、これまで以上に

生徒たちは地域課題の解決に向け、学校の内外で活動を展開した。従来のイベント運営や商品開

発に加え、今年度はデータ分析を用いた具体的な政策提言等を行い、校外のコンテストで優秀な

成績を収めることができた。その一方で、探究活動を通した自己有用感や自己肯定感の向上には

まだ課題があり、特に、自らの成長を言語化したり、成果を見える化したりする部分に関して、

本校生徒は苦手意識を感じているようである。これらの課題を解決するために、教職員一人一人

の生徒への声掛けを徹底すると同時に、外部の評価システム等の導入も検討したい。 

来年度以降も適宜研修会を実施するとともに、コンソーシアムメンバーをはじめとした外部人

材との密な連携や、校務支援システムの積極的な活用などを通して、教職員の資質向上・スキル

アップに努め、充実した探究活動となるようサポートしていきたい。 
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Ⅴ 資料 
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１ 「未咲輝学Ⅰ」ワークブック（令和７年度から使用予定） 
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